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令和 6年 2月 1日 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

大洗研究所 環境保全部 

 

β・γ焼却装置計測制御設備の更新に係る設計及び工事の計画の 

認可申請の要否について 

 

 

１．はじめに 

β・γ焼却装置は、大洗研究所内及び所外の各施設から受入れた可燃性のβ・γ固体廃棄物を

焼却・減容するための装置でありβ・γ固体処理棟Ⅲに設置している。当該装置には運転制御及

び監視を行うために計測制御設備を設けている。本計測制御設備は前回更新時より 26 年が経過し

ており、保守部品が廃番となり、メーカによるメンテナンスサービスも終了している。β・γ焼

却装置は、今後も可燃性のβ・γ固体廃棄物を焼却・減容するために継続して運転する必要があ

るため、高経年化対策として計測制御設備の更新を行う計画であることから、本更新に係る設計

及び工事の計画の認可（以下、「設工認」という。）申請の要否についてご相談したい。 

前回更新時の設計及び工事の方法の認可申請書を別添 1に示す。 

 

２.対象設備概要 

β・γ焼却装置の設備系統図を図 1に示す。 

計測制御設備は、温度計測制御設備と圧力計測制御設備から構成され、焼却炉に取り付けられ

た温度検出器及び圧力検出器のデータを基にプロパン緊急遮断弁、二次空気流量調節弁、燃焼空

気流量調節弁、固体廃棄物投入機及び焼却炉内負圧調節弁の制御を行うものである。 

温度計測制御設備と圧力計測制御設備の構成と更新範囲を図 2に示す。 

温度計測制御設備は、焼却炉等の温度の監視及び制御並びに温度異常上昇検知時に警報を発す

る設備であり、焼却炉内の温度が設定値（設定範囲:0～1200℃）で運転できるよう、制御盤から

の制御指令により、プロパン緊急遮断弁、二次空気流量調節弁、燃焼空気流量調節弁及び固体廃

棄物投入機の投入量を調整する。焼却炉内の温度が設定値を超えた場合は、警報を発するととも

に制御盤からの OFF 指令により、プロパン緊急遮断弁の閉止、二次空気流量調節弁及び燃焼空気

流量調節弁の制御（開度調整）並びに固体廃棄物投入機を停止させる。このとき焼却炉内負圧調

節弁は炉内の負圧維持のため制御を継続する。 

一方、圧力計測制御設備は、焼却炉等の負圧の監視及び制御並びに負圧異常低下検知時の警報

を発する設備であり、焼却炉内の負圧が設定値（設定範囲:0～-700mmAq）で運転できるよう、焼

却炉内負圧調整弁を調整する。焼却炉内の負圧が設定値を下回った場合は、警報を発するととも

に制御盤からの OFF 指令により、プロパン緊急遮断弁の閉止、二次空気流量調節弁及び燃焼空気

流量調節弁の制御（開度調整）並びに固体廃棄物投入機を停止させる。このとき焼却炉内負圧調

節弁は炉内の負圧維持のため制御を継続する。 

温度計測制御設備の仕様を表 1に、圧力計測制御設備の仕様を表 2に示す。 

 今回の更新範囲は、図 2及び図 3における赤枠で示す焼却炉内の温度及び圧力の監視及び制御を

行う機器で、監視用モニタ含む電子計算機及びシーケンサで構成される。 
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 電子計算機（含む監視用モニタ）及びシーケンサは、図 4 に示すようにβ・γ焼却装置の監視

盤とβ・γ焼却装置の制御盤に各々格納されている。 

また、今回の更新では、制御プログラムの更新も行うが、安全制御機構の設計に変更はない。 

 

表1 温度計測制御設備の仕様 

型      式 － 熱電対式温度指示調節計 

監視・制御範囲 ℃ 0～1200 

指示精度 % ±1.0以下（F.S.（0～1200℃）に対して） 

警 

報 

警報条件 － 温度が設定値を超えたとき 

設定範囲 ℃ 0～1200 

安全制御機構 － 焼却炉内の温度が設定値を超えたとき、燃料

及び廃棄物の供給停止並びに焼却空気量の制

御を行う。 

数    量 基 1 

 

表2 圧力計測制御設備の仕様 

型      式 － 電子式差圧伝送指示調節計 

監視・制御範囲 mmAq 0～-700 

指示精度 % ±1.5以下（F.S.（0～-700mmAq）に対して） 

警 

報 

警報条件 － 負圧が設定値を下回ったとき 

設定範囲 mmAq 0～-700 

安全制御機構 － 焼却炉内の負圧が設定値を下回ったとき、燃

料及び廃棄物の供給停止並びに焼却空気量の

制御を行う。 

数    量 基 1 

 

３.新規制基準対応における要求事項と設計変更について 

新規制基準においては、特定第一種廃棄物埋設施設又は特定廃棄物管理施設の技術基準のうち、

第 15 条の計測制御系統施設において、安全性を著しく損なうおそれが生じたときに、放射性廃棄

物を限定された区域に閉じ込める能力の維持又は火災若しくは爆発の防止のための設備を速やか

に作動させる必要がある場合には、当該設備の作動を速やかに、かつ、自動的に開始させる回路

を設けることが求められているが、当該計測制御設備には、表 1及び表 2に示すように焼却炉内の

温度が設定値を超えたとき、あるいは焼却炉内の負圧が設定値を下回ったとき、燃料及び廃棄物

の供給停止並びに焼却空気量の制御を行うようになっており、既認可の計測制御設備は技術基準

の要求事項を満足している。今回の更新では、機種選定及び制御プログラムの作成において、表 1

及び表 2の仕様と同一とするため、設計の変更はない。 

電子計算機においては、現在使用している Unix から、演算処理能力が同等で、プラントでの使

用実績が豊富でかつ保守が容易な産業用 PC（Windows マシン）に変更する。シーケンサについて

は、現在使用している製品の後継機種であり、制御点数が同等のものに変更する。また、制御プ

ログラムについては、現在と同一の制御（温度検出器及び圧力検出器のデータを基にプロパン緊

急遮断弁、燃焼空気流量調節弁、二次空気流量調節弁、焼却炉内負圧調節弁及び固体廃棄物投入

機の制御）を行うものとし、追加機能は持たせない。 

更新前後の電子計算機及びシーケンサの仕様を表 3に示す。 
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表 3 更新前後の仕様 

対象機器 現状機種 更新機種 備 考 

電子計算機 メーカ：三菱電機 

型 式：MELTAC-CJ 

OS  ：Unix 

メーカ：横河電機 

型 式：CENTUM VP Small 

OS  ：Windows 

プラントでの使

用実績が豊富 

保守が容易 

シーケンサ メーカ：三菱電機 

型 式：MELSEC-A 

制御点数： 

アナログ I/O 144点 

デジタル I/O 816点 

メーカ：三菱電機 

型 式：MELSEC-Q 

制御点数： 

アナログ I/O 144点 

デジタル I/O 816点 

同仕様の後継機

種に更新 

 

また、第 9 条の特定第一種廃棄物埋設施設又は特定廃棄物管理施設への人の不法な侵入等の防

止において、設備に対する不正アクセスの防止が求められているが、現在申請中設工認（第 2 回

審査会合 12/1 開催）で説明した通り、当該計測制御設備は、通信回線を所内外のコンピュータネ

ットワーク回線と独立した設計としており、既認可の計測制御設備は技術基準の要求事項を満足

している。今回の更新に際し、コンピュータネットワーク回線に係る設計の変更はない。 

 

４.設工認申請の必要性 

前項で示した通り、新規制基準における技術基準の要求事項を満足し、設計に変更が生じない

ことから、管理規則第 3 条の 2（設計及び工事の計画の認可を要しない工事等）の工事に該当する

ため、本装置の更新に係る設工認申請は要しないものと考えている*。 

なお、設工認が不要となった場合でも、設計仕様を満足しているか確認を行うため、既認可に

おいて受検した使用前検査と同じ、外観検査、据付け検査、機能検査及び警報検査を、管理規則

第 6条の 2第 1項第 2号に基づき独立検査組織による使用前事業者検査において実施する。 

 

 

以  上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*:設計変更を生じず、同一仕様のもの交換し設工認を要しないと判断された事例としては、国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

大洗研究所 ＨＴＴＲ原子炉施設の広領域中性子束検出器及びヘリウム循環機回転数制御装置盤の更新に関する行政相談（令和 4年

2月 9 日）がある。 
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図 2 β・γ焼却装置の計測制御設備（温度計測制御設備・圧力計測制御設備）の 

構成と更新範囲 

温度計測制御設備 

プロパン緊急遮断弁 

二次空気流量調節弁 

固体廃棄物投入機 

燃焼空気流量調節弁 
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電子計算機 監視用モニタ 

シーケンサ 

DI/O 

ユニット 

インターフェイス 

ユニット 

プロパン緊急遮断弁、 

二次空気流量調節弁、 

燃焼空気流量調節弁、 

固体廃棄物投入機、焼却炉内負圧調節弁 

図 3 電子計算機（含む監視用モニタ）及びシーケンサ構成図 

電子計算機内の制御プログラムにより制御 

温度検出器及び圧力検出器 

更新範囲 
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β・γ焼却装置の監視盤 

監視盤内の電子計算機（含む監視用モニタ） 

 

β・γ焼却装置の制御盤 

制御盤内のシーケンサ 

図 4 更新対象の電子計算機（含む監視用モニタ）及びシーケンサ 
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